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● 本社 … 1990年、ある社員の「道路に落ちているゴミを一緒に拾いませんか？」の一言から始まった活動です。
	 毎週火曜日の朝礼後に本社周辺のゴミ拾いをしています。

ボランティア活動推進ボランティア活動推進 環境シゴト博の開催環境シゴト博の開催

今年度の環境シゴト博
2022年に開催した環境シゴト博は、コロナ禍の中、例年よりオンライン日程を大
幅に増やして開催しました。オンラインでは12月から2月にかけて6日程、対面
では2月に1日程行いました。
エステムをはじめ、水処理、土壌処理、廃棄物処理事業など、環境に関わる企業
が出展企業として集結しました。オンライン開催ということもあり、東海地方以外
の企業の出展もありました。また、参加者の方も、全国の様々な学校から環境に興
味のある学生が集いました。
会場開催日の2月22日には、マスクの着用、アルコール消毒、パーテーション
設営、ブース少人数制などの感染症対策を徹底した上で開催に臨みました。各企業
のPRタイムでは、弊社社長の塩﨑が環境シゴト博というイベントを企画した経緯、
環境に関わる仕事に対する想いなどを熱く語り、学生の皆さんに真剣に聞いていた
だきました。
エステムでは、社長自らブースに登壇して、来場いただいた方とお話させていた
だいています。今回は少人数制ということもあり、一人一人とじっくりお話する時
間を取ることができました。その他にも、若手の現場社員に仕事内容を直接聞くこ
とができるブースで、実際の水処理場の水を持ち込み、簡易な水質分析（パックテ
スト）体験なども行いました。ブースに来場された学生の方は、処理される前や後
の水の見た目やにおいに興味津々のようでした。当日は応用生物学部、理工学部、
農学部を中心に、文系学科の学生まで、	さまざまな学生が来場してくださいました。

エステムでは、2004年から新入社員を対象とした技術研修を続けています。
業務で必要とされる知識・技術を体系的に学び、お客様へのサービス向上を目的
としています。
具体的には、「法律」「水処理」「機械」「電気」「SACRA」のテーマ毎に、月一回、
1年間にわたって学びます。また、実際の排水処理場に訪問して学習する現場見学、
リレーシーケンスや小型水中ポンプの分解組立を行う実技研修、チームに分かれて
排水処理場を設計する「総合演習」もあります。
講師は全員、エステムの現役社員。最近は入社3年目～5年目の若手社員も、精
力的に講師に挑戦しています。
今年は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、集合研修とオンライン研修
の2本柱で開催しています。また、紙媒体だったテキストを電子化し、配布された
タブレットで受講者がいつでも閲覧できるようにしました。加えて、文字や写真で
は説明しにくい技術的な事項を動画という形で教材化し、新入社員が学びやすい講
義づくりを進めています。
テキストや動画をタブレットで確認しながら、講師の話を聞いたり、グループで
話し合ったり、新しい研修の形ができつつあります。

初級技術研修初級技術研修

 「実践的な技術者の人財育成を推進しています」

チャリティーカレンダー展へのカレンダー寄付（対象：全社）

年末年始にはお客様や協力会社から頂いて余ってしまったカレンダーや手帳類を広島ケナフの会主催のチャリティーカ
レンダー展へ送付しています。全国から善意で寄せられたカレンダーや手帳は1点100円で販売され、その収益金があし
なが育英会に寄付されたほか、全国の被災地にある仮設住宅や福祉施設等にも寄贈されました。

古切手、プリペイドカード回収（対象：本社）

古切手や使用済みプリペイドカードを集め、愛知県社会福祉協議会ボランティアセンターに届けています。これらは
資金化され、アジア、アフリカ、ラテンアメリカなどの母子保健、寄生虫予防、栄養改善等の生活改善運動に活用され
ています。

愛知県 岡崎市の水道水源の保全に向けた事業連携による取り組み
「未来へつむぐ岡崎の水プロジェクト」岡崎市と協定締結
岡崎市の水道水源の保全の取り組みである「未来へつむぐ岡崎の水プロジェクト」推進に向け、水道事業に携わる企業・
団体の一つとしてエステムも協定に参加しました。

地域清掃ボランティア実施（対象：本社、各営業所、事業所）

● 川と海のクリーン大作戦　中止  ／ ● 小牧市民まつり　中止  ／ ● 長久手市 530 運動　中止
● 安城市内一斉清掃ボランティア　不参加

豊橋営業所　小洞	晴菜　
530運動とは、「ゴミを捨てない」、「自分のゴミは自分で
持ちかえる」ことによって「美しく住み良い、環境にやさ
しいまちづくり」を推進する運動であり、昭和50年（1975
年）に豊橋市から始まり、全国に広がったものです。530
運動では、公衆道徳や生活環境美化の意識を育むとともに、
自然環境に対する高い関心とモラルを持った未来人の育成
を使命としています。豊橋営業所では、この運動に共鳴し、
毎年5月の下旬頃、会社周辺のゴミ拾いを行っています。
今回収集したゴミには、たばこの吸い殻、ポリ袋、お菓子
の袋をはじめ、今年はコロナ禍ということもあり、使い捨
てマスクが多く見受けられました。特に近年、マスクは需
要の増加に伴い、「コロナゴミ」として、思わぬ弊害を発生
させています。ポイ捨てされたマスクは環境汚染を拡大さ

せ、野生動物に死をもたら
す脅威になります。実際に
コロナが流行した2020年
に、約15億枚以上の使い
捨てマスクが世界中の海に
廃棄されています。また、プラスチックである使い捨てマ
スクは自然分解するまでに約450年かかると提唱されてお
り（waste	free	oceans 参照）、紫外線や風化によってマイ
クロプラスチックとなったマスクが野生動物の生態系を崩
す原因になります。今回の530運動より、豊橋市もこの問
題に直面していることが伺えました。
本当のゴミゼロを目指すためには、ゴミを拾う活動をす

るだけではなく、何故ゴミを捨ててはいけないのか考え、
伝えることが必要であると感じました。

● 豊橋営業所 … 2021 年 5 月 25 日　豊橋 530 運動 清掃ボランティア

エステム三重　服部	エリコ
今回の清掃ボランティアは、昨年と同じ、三重県津市に

ある町屋海岸にて実施しました。当日の天候は晴れており、
気候も穏やかな日でした。エステム三重にてボランティア
を開催し、計10名で行いました。
	昨年の話を聞いていると大量のゴミがあったそうですが、

今年は時期的なことや、日頃のボランティア活動をしてく
ださっている方々のおかげで、想像していたほどのゴミは
ありませんでした。ですが、よく見ないとわからない小さ
なゴミがたくさんあり、より徹底した清掃が出来たのでは

ないかと思います。この海
で捨てたのか、海に流れ着
いたのか、拾ったゴミがど
こから来たのかはわかりま
せんが、どちらにしても人
が捨てたものに変わりはあ
りません。やはり、一人ひ
とりが意識をすることが環境を守る第一歩なのだと、この
ボランティアに参加して改めて感じました。今後も機会が
あれば積極的に参加していきます。

● エステム三重 … 2021 年 3 月 27 日　町屋海岸清掃 環境シゴト博はこれからも継続的に開催予定です。
エステムグループは、これからも、
新しい仕事に進んでチャレンジしていきます！




